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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、日本中世における高等教
育機関としての大寺院が都市・社会とどのよ
うに連携し、どのような教育普及活動を展開
したのか？という問題を、一次史料の調査収
集のうえに追究し、中世ヨーロッパとの比較
の視点を加えつつ考察することで、日本の大
学史における暗黒時代ともいうべき中世に
ついて、その「大学」像を確立することにあ
る。同時に、今日ますます模索されていると
ころの大学と都市・社会との連携のあり方に
ついて、参照すべきひとつのモデルを提示す
ることをも期している。 

具体的には、戦国時代に来日した F.ザビエ
ルが大学と呼んだ 6 箇所から京都五山・比叡
山・高野山そして足利学校の 4 箇所を主たる
考察対象に措定し、都市・社会との関係に注
目しつつ、高等教育機関としての特性を明ら
かにする。そのうえで、比較の視点を重要し、
諸機関（寺院）相互、あるいは西欧中世の大
学との相違・共通点に注目しながら、日本中
世の「大学」像を明確にしていく。 

 

２．研究の進捗状況 

(1)『大日本古文書 高野山文書』全 7 冊につ
いてフルテキストデータベース化を行った。
業者による入力と、謝金（雇用）によるデー
タ校正を経て、全冊を東京大学史料編纂所の
ウェブサイト上で公開している。データベー
ス化により、史料の多様な検索が可能になり、
高野山金剛峯寺における教育普及活動のひ
とつである「談義」関係の史料の多角的な分
析が可能になった。 

(2)中世高野山から発信された教育普及活動
の痕跡として、広範に存在している木版印刷
による仏教教理のテキスト出版物（いわゆる

「高野版」）の調査を行い、その伝来・受容
の過程を検討した。主たる調査先は、高野山
大学図書館・京都市醍醐寺・和歌山県立博物
館である。 

(3)各地の寺院の所蔵史料（文書・聖教・典籍
など）の調査によって、中世寺院における学
習活動の実態を分析した。特に、研究代表者
高橋は、醍醐寺に素材をとりつつ、中世寺院
における諸活動が近隣社会と密接な関連を
有していたことを明らかにした。主たる調査
先は、京都市醍醐寺・同市勧修寺・同市実相
院・香川県萩原寺・鎌倉市浄光明寺である。 

(4)京都における五山禅僧の教育普及活動を
探るため、室町時代の貴族の日記における五
山禅僧の所見を収集し、データベース化をお
こなった。 

(5)ヨーロッパ中世の大学との比較研究をお
こなうために、科研メンバーを対象とする小
研究会「ヨーロッパ中世の大学と社会」を開
催した。また、パリのカルチェ・ラタン地区
に赴き、ソルボンヌ、ベルナール、ボーヴェ
等の中世の大学学寮跡の調査をおこなった。 

(6)研究のまとめに向けて、科研メンバーによ
る研究経過報告を中心とした小研究会を開
催した。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

一次史料の収集・分析については、ほぼ当
初の予定どおりに進展している。なお、『大
日本古文書 高野山文書』のフルテキストデ
ータベース化や、五山禅僧に関する所見の集
成は、本研究において有用であるにとどまら
ず、今後様々な研究の基盤ともなるであろう。 

 また、西洋中世史を専門とする連携研究者
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の積極的な活動により、比較史的な観点から
の研究もすすんでいる。全体的に順調な進展
をみていると評価することができる。 

 

４．今後の研究の推進方策 

これまで一次史料の調査・収集を行うとと
もに、その分析をすすめてきたが、問題を具
体的に究明するためには、追加調査が必要で
あることが明らかになっており、最終年度も、
その作業を継続する。 

また、科研メンバーによる研究会を実施し、
これまでの検討にもとづき、日本中世の寺院
の教育普及活動に関する研究と、中世ヨーロ
ッパの大学に関する史的研究、教育学におけ
る教育史に関する研究との融合をめざして
研究成果のとりまとめをすすめる。 

なお、研究成果は、論文という形態のほか、
一次史料の分析にもとづく資料集という形
態での公開が有効だと判断しており、それら
を公表する媒体として研究成果報告書の刊
行を予定している。 
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ホームページ「「中世の大学」科研」 
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